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3月定例会を開き、新年度予算や市民の暮らしに関わる
議題について代表質問を行い、審議しました。

とよなか
5
May

令和8年（2026年） 第291号

表紙について　4月に開校した庄内よつば学園（千成町）
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＜報告第1号　令和7年度豊中市一般会計補正予算第9号の専決処分＞  補正予算額　2億8,143万円
・令和8年2月8日執行の衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査及び大阪府知事選挙に係る予算措置

3月
定例会

「子育てしやすさNO.1」を目指し、子育て
世帯が住み続けたいまちの実現を重点と
した令和8年度当初予算などを可決

会期　2月24日～ 3月23日の28日間

　3月定例会を2月24日に開会し、令和7年度補

正予算や令和8年度当初予算など市長提出議案

45件、委員会提出議案1件を議決して、3月23日に

閉会しました。

第１日
（2月24日）

本会議
淀川右岸水防事務組合議会議員補欠選挙、施政方針説明、議案上程（会議規則・専決処
分報告・補正予算・当初予算・条例・契約など）、即決議案議決

第２日
（3月3日）

本会議
代表質問（公明党）

第３日
（3月4日）

本会議
代表質問（大阪維新の会・無所属）

第４日
（3月5日）

本会議
代表質問（とよなかを共に創る会／日本共産党）、個人の質問（無所属議員）、委員会
付託

常任委員会
（3月10日～ 12日、16日）

市民福祉・文教・建設環境・総務
議案審査

第５日
（3月23日）

本会議
常任委員長報告、付託議案議決、豊中市伊丹市クリーンランド議会議員補欠選挙、議
案上程（人選・補正予算）・議決

人　事

承認した専決処分

・淀川右岸水防事務組合議会議員に酒
さ か

井
い

哲
て つ

也
や

議員を選出しました。
・豊中市伊丹市クリーンランド議会議員に横

よ こ

尾
お

しずか議員を選出しました。
・教育委員会委員に譲

ゆずり

尾
お

恵
け い

子
こ

さんを任命することに同意しました。
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■令和7年度補正予算
<令和7年度豊中市一般会計補正予算第10号>  補正予算額　8億6,503万7千円
・�物価高騰の負担軽減とキャッシュレス化・市内消費喚起の促進のため、プッシュ型でマチカネポイン
トを付与し、19歳から22歳の若者と児童扶養手当を受給するひとり親世帯には上乗せ付与　など

<令和7年度豊中市一般会計補正予算第11号>  補正予算額　69億9,161万4千円
・地域未来交付金を活用し、避難所等の生活環境改善に向けた備蓄物資等を購入　など

<令和7年度豊中市一般会計補正予算第12号>  繰越明許費　500万円
・千里文化センターの外壁補修の緊急工事を令和8年度にかけて実施するため繰越を行うもの

<令和7年度豊中市介護保険事業特別会計補正予算第4号>  補正予算額　4,005万8千円
・�介護予防・生活支援サービス事業の利用者が当初の想定を上回るため補正

<令和7年度豊中市公共用地先行取得事業特別会計補正予算第2号>  補正予算額　0円
・�庄内・豊南町地区主要生活道路整備事業の土地購入費・補償金の繰越に伴う一般会計繰入金との科目
間補正　など

<令和7年度豊中市病院事業会計補正予算第5号>
・緊急症例対応の強化や高度専門医療の充実に伴う補正2億5,000万円　など

<令和7年度豊中市水道事業会計補正予算第3号>
・�国費の追加措置に伴い、令和8年度に計上予定だった事業を令和7年度に予算化するため補正2億
5,090万円　など

<令和7年度豊中市公共下水道事業会計補正予算第2号>
・�国費の追加措置に伴い、令和8年度に計上予定だった事業を令和7年度に予算化するため補正8,000
万円　など

■令和8年度予算  総額 3,680億3,795万2千円
　令和8年度の予算規模は、前年度当初予算と比べ全会計では0.4％減、一般会計では0.3％減となり
ました。
◦一般会計	 2,069億4,671万9千円	 ◦水道事業会計	 134億4,501万8千円
◦特別会計	 　941億8,542万6千円	 ◦公共下水道事業会計	243億8,130万3千円
◦病院事業会計	　290億7,948万6千円

【主な重点項目】
●子育て世帯が住み続けたいまちへ
　・義務教育学校「庄内よつば学園」を開校し、本市初の学園制を「千里わかば学園」として開始
　・令和８年１月より実施している小学校給食の無償化を4月以降も継続　など
●暮らしの舞台を次のステージへ
　・豊中つばさ公園『ma-zika』を全面開園
　・乗合タクシー「Mina Notte（みなのって）」のエリアを拡大　など
●投資を呼び込み、新たな価値を創出
　・千里中央駅周辺など宿泊機能・本社機能等の立地を促進する奨励・補助制度を推進
　・企業版ふるさと納税で大阪大学発スタートアップ創出を支援　など
●新たな価値を生み出す変革を推進
　・市制施行90周年記念事業として式典や各種行事を開催
　・介護のさらなるDXを支援　など

可決した予算
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■各議案の詳細はこちらからご覧ください

■市長提出議案 ■委員会提出議案

その他の議決議案

財産の処分 原案可決
訴えの提起 原案可決
製造請負契約の締結
はしご付消防自動車 原案可決

工事請負変更契約の締結
服部天神駅前広場整備工事 原案可決

指定金融機関の指定 原案可決
市道路線の認定、変更及び廃止 原案可決
包括外部監査契約の締結 原案可決
市有財産の無償及び減額貸付 原案可決

一般職の職員の給与に関する条例及び一
般職の職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例
　初任給調整手当の支給限度額を改正するととも
に、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等
に関する特別措置法等の改正に伴う教職調整額の
改正その他任期付常勤講師等の給与の改正

豊中市行政手続条例の一部を改正する条
例
　行政手続法の改正に準じ、聴聞の通知の方式に
関する規定を改正

豊中市市税条例の一部を改正する条例
　地方税法の改正に伴い、公示送達に関する規定
を改正

職員定数条例の一部を改正する条例
　市長部局、教育委員会及び消防職員の定数を改
正

手数料条例の一部を改正する条例
　マンションの建替え等の円滑化に関する法律の
改正に伴い、引用法律の名称その他所要の規定を
整備

手数料条例及び豊中市介護医療院の人
員、施設及び設備並びに運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例
　医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の
確保等に関する法律の改正による引用条項の移動
に伴い、所要の規定を整備

豊中市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例
　国の基準の改正に伴い、所要の規定を改正

豊中市特定乳児等通園支援事業の運営に
関する基準を定める条例
　子ども・子育て支援法の改正に伴い、特定乳児
等通園支援事業の運営に関する基準を定める

豊中市介護保険条例の一部を改正する条
例
　普通徴収に係る納期を改正するとともに、介護
保険法施行令の改正に伴い令和８年度の保険料率
の算定に関する所得の額の算定方法等の特例措置
を講じる

豊中市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例
　国民健康保険法及び国民健康保険法施行令の改
正に伴い、子ども・子育て支援納付金賦課額を新
設するとともに、その他所要の規定を改正

豊中市建築基準法施行条例の一部を改正
する条例
　建築基準法施行令の改正による引用条項の移動
に伴い、所要の規定を整備

豊中市議会会議規則の一部を改正する規
則
　電子表決システムによる表決を導入

■委員会提出議案

可決した条例等

■市長提出議案 豊中市下水道条例の一部を改正する条例
　除害施設の設置等に係る下水の水質の基準に関
し、所要の規定を整備

豊中市立学校設置条例の一部を改正する
条例
　豊中市立彩葉中学校を設置

豊中市立小・中学校屋外運動場照明施設
の使用料に関する条例の一部を改正する
条例
　豊中市立庄内よつば学園の屋外運動場照明施設
及び屋外庭球場照明施設の使用料の額を設定

奨学基金条例の一部を改正する条例
　基金の額を改正

豊中市火災予防条例の一部を改正する条
例
　国の基準の改正に伴い、簡易サウナ設備の位置、
構造及び管理の基準を定めるとともに、その他所
要の規定を改正

豊中市消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例
　国の基準の改正に伴い、非常勤消防団員等に係
る補償基礎額を改正
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議案
議
決
日
・
結
果

公明党 大阪維新の会・無所属 とよなかを
共に創る会 日本共産党 無所属議員 議

長
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司
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史
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尾 

し
ず
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坂
口 
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三
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木 

公
香

中
岡 

裕
晶

佐
々
木 

美
穂

出
口 

文
子

山
本 

一
徳

和
田 
愛
美

井
上 
弘
美

木
村 

真

中
野 

宏
基

松
岡 

信
道

山
田 

紗
保

井
本 

博
一

予  

算
令和7年度豊中市一般会計
補正予算第10号

２
／
24
可
決

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × －

条  

例

一般職の職員の給与に関す
る条例及び一般職の職員の
特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例

２
／
24
可
決

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －

そ
の
他

訴えの提起

２
／
24
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 －

予
算

令和8年度豊中市国民健康
保険事業特別会計予算

３
／
23
可
決
（
２
件
一
括
で
議
決
）

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × －

条
例

豊中市国民健康保険条例の
一部を改正する条例

そ
の
他

市有財産の無償及び減額貸
付

３
／
23
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 －

予
算

令和８年度豊中市一般会計
予算

３
／
23
可
決

〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × －

※賛否は、賛成（〇）と反対（×）で表記しています。	〇：賛成（可決・同意・承認・認定・採択）	 ×：反対（否決・不同意・不承認・不認定・不採択）
※議長は通常、採決に加わらないため「－」としています。なお、賛否が同数になった場合は、議長が賛否を決定します。

議案などの賛否の状況
※賛否が分かれたもののみ掲載しています。

3月定例会より大型化された傍聴者用モニターで音声字幕を表示
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代
表
質
問
な
ど
の
要
旨

市
長
の
施
政
方
針
や
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、
各
会
派
の
代
表
者
と

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

代
表
質
問
の
要
旨

問

市
長
の
２
期
８
年
の
市
政

運
営
の
振
り
返
り
と
今
後
の
課
題

へ
の
取
組
み
は
。

答

市
長
に
就
任
以
来
、「
創

る
改
革
」
を
市
政
運
営
の
基
本
理

念
に
据
え
、
子
ど
も
や
若
者
へ
の

施
策
を
軸
に
取
組
み
を
進
め
、
基

本
政
策
の
70
項
目
中
９
割
以
上
が

達
成
見
込
み
で
あ
る
。
課
題
で
あ

る
学
校
施
設
の
建
て
替
え
は
、
令

和
７
年
度
に
ま
と
め
る
基
本
方
針

公
明
党

市
政
運
営
の
振
り
返
り
と

今
後
の
課
題
へ
の
取
組
み
は

を
基
に
地
域
と
の
対
話
を
進
め
な

が
ら
、
確
実
に
実
行
す
る
道
筋
を

つ
け
て
い
く
。
ま
た
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
や
千
里
中
央
地

区
・
神
崎
川
駅
周
辺
の
再
整
備
の

取
組
み
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。

さ
ら
に
、
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
の

公
園
大
改
革
や
民
間
投
資
な
ど
に

つ
い
て
も
市
民
が
変
化
の
実
感
を

伴
う
レ
ベ
ル
ま
で
進
め
、
豊
中
を

発
展
・
成
長
さ
せ
て
い
く
。

問

本
市
は
地
域
猫
対
策
や
動

物
愛
護
の
取
組
み
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

地
域
猫
対
策
や

動
物
愛
護
の
取
組
み
は

答

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

対
応
と
し
て
、
市
民
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
適
切
に

管
理
す
る
た
め
の
啓
発
や
Ｔ
Ｎ
Ｒ

活
動（
※
）の
推
進
等
を
総
合
的
に

進
め
て
い
る
。
動
物
愛
護
の
新
た

な
取
組
み
と
し
て
、
飼
い
主
の
予

期
せ
ぬ
入
院
で
残
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
一
時
預

か
り
制
度
や
セ
カ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー

登
録
制
度
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

※�

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
＝
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
捕
獲

（Trap

）
し
、
避
妊
去
勢
手
術
（Neuter

）
を

施
し
て
元
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
戻
す
（Return

）

活
動
の
こ
と
。

問

市
の
制
度
で
あ
る
「
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
登
録
」
で
市
が

把
握
し
て
い
る
単
身
高
齢
者
の
人

数
と
割
合
は
。
ま
た
、
今
後
の
単

身
高
齢
者
の
支
援
の
方
向
性
は
。

答

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

登
録
」
で
市
に
登
録
し
て
い
る
人

数
は
、
令
和
８
年
１
月
末
時
点
で

５
５
６
４
人
。
こ
れ
は
、
単
身
高

齢
者
の
世
帯
の
約
１４
％
に
当
た
る
。

　

現
在
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
す
る
取
組
み
を
部
局
間

で
連
携
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

緊
急
連
絡
先
の
登
録
や
生
活
支
援

等
の
課
題
整
理
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
、
新
た
な
支

単
身
高
齢
者

現
状
把
握
と
支
援
の
方
向
性
は

援
制
度
設
計
等
に
取
り
組
み
、
９

年
度
中
の
開
始
を
目
指
し
て
い
く
。

問

特
殊
詐
欺
は
次
々
と
新
し

い
手
口
で
発
生
し
て
い
る
。
本
市

の
詐
欺
被
害
件
数
や
最
近
の
手
口

の
注
意
点
、
高
齢
者
や
若
者
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
活
動

は
。

答

大
阪
府
警
の
速
報
値
に
よ

る
と
、
本
市
で
は
令
和
７
年
の
特

殊
詐
欺
認
知
件
数
が
１
４
５
件
に

達
し
、
警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投
資
詐
欺
、

恋
愛
感
情
を
抱
か
せ
金
銭
等
を
だ

ま
し
取
る
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
増
加

傾
向
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
点

は
、
自
己
過
信
せ
ず
、
電
話
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
金
銭
・
個
人
情
報
の
や

り
取
り
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。

市
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
発
信
、
警
察
と
連
携
し
た
出

前
講
座
や
駅
前
で
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
向
け
に
は

特
殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
は

啓
発
動
画
の
一
コ
マ   

保
護
さ
れ
た
猫
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代表質問などの要旨

答

公
共
交
通
改
善
計
画

で
は
、
タ
ク
シ
ー
を
地
域
内

交
通
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

地
域
内
交
通
施
策
と
し
て
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア

の
拡
充
と
、
補
完
す
る
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
増
設

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
提
案

の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
地
域
内
交
通
を
さ
ら
に
支

え
る
お
お
む
ね
５
０
０
メ
ー
ト
ル

未
満
の
エ
リ
ア
の
交
通
支
援
と
推

察
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を

注
視
し
、
導
入
事
例
の
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

問

都
市
化
が
進
ん
だ
本
市
の

市
街
地
で
は
狭
い
歩
道
が
多
く
、

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

歩
き
や
す
い
歩
道

整
備
の
計
画
は

ス
ー
パ
ー
の
店
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

行
っ
た
ほ
か
、
若
者
向
け
に
は
闇

バ
イ
ト
防
止
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
大

学
や
自
動
車
教
習
所
な
ど
へ
の
配

架
等
を
実
施
し
た
。
今
後
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
配
信

予
定
で
あ
る
。

問

乗
合
タ
ク
シ
ー
Ｍ

み

な

ｉ
ｎ
ａ 

Ｎの

っ

て

ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
に
は
、
潜
在
的
な
需

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
が
乗
車
予
約
を
し

た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
超

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
停
留
所
ま
で

送
り
届
け
る
補
完
的
な
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
。

乗
合
タ
ク
シ
ー

補
完
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

援
制
度
設
計
等
に
取
り
組
み
、
９

年
度
中
の
開
始
を
目
指
し
て
い
く
。

問

特
殊
詐
欺
は
次
々
と
新
し

い
手
口
で
発
生
し
て
い
る
。
本
市

の
詐
欺
被
害
件
数
や
最
近
の
手
口

の
注
意
点
、
高
齢
者
や
若
者
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
活
動

は
。

答

大
阪
府
警
の
速
報
値
に
よ

る
と
、
本
市
で
は
令
和
７
年
の
特

殊
詐
欺
認
知
件
数
が
１
４
５
件
に

達
し
、
警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投
資
詐
欺
、

恋
愛
感
情
を
抱
か
せ
金
銭
等
を
だ

ま
し
取
る
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
増
加

傾
向
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
点

は
、
自
己
過
信
せ
ず
、
電
話
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
金
銭
・
個
人
情
報
の
や

り
取
り
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。

市
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
発
信
、
警
察
と
連
携
し
た
出

前
講
座
や
駅
前
で
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
高
齢
者
向
け
に
は

特
殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
は

啓
発
動
画
の
一
コ
マ   

歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
が
重
要

と
考
え
る
が
、
整
備
の
計
画
は
。

答

本
市
で
は
、
誰
も
が
快
適

に
移
動
・
外
出
で
き
る
よ
う
に
歩

行
空
間
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
８
年
度
は
、

勝
部
寺
内
線
と
阪
急
西
側
南
線
で

全
面
的
に
歩
道
の
拡
幅
や
改
良
を

実
施
し
、
千
里
川
右
岸
１
号
線
ほ

か
３
路
線
で
は
、
段
差
や
勾
配
な

ど
部
分
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
う
ち
、
歩
行
空
間
に
余
裕
の

あ
る
勝
部
寺
内
線
や
千
里
川
右
岸

１
号
線
で
は
、
ベ
ン
チ
や
植
栽
の

設
置
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

消
防
行
政
で
重
要
視
し
て

い
る
課
題
と
具
体
的
な
取
組
み
は
。

答

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
救

急
需
要
の
増
大
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
市
立
豊
中
病
院
に
救
急
救

命
士
を
常
駐
さ
せ
、
一
層
の
連
携

と
救
急
救
命
士
の
技
能
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
８
年

消
防
行
政
の
課
題
と

取
組
み
は

度
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
り
傷
病
者
の
医
療
情
報
を
把

握
す
る
マ
イ
ナ
救
急
の
本
格
運
用

を
開
始
し
、
救
急
活
動
の
円
滑
化

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
巨
大

地
震
や
複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害

へ
の
的
確
な
対
応
も
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
近
隣
市
と
の
さ
ら
な
る

連
携
強
化
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
先

端
技
術
の
効
果
的
活
用
に
よ
り
、

消
防
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問

庄
内
南
小
学
校
と
庄
内
西

小
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て
、
利
活

用
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

庄
内
南
小
学
校
跡
地
は
、

民
地
部
分
は
更
地
に
し
た
上
で
地

権
者
に
返
還
し
、
市
有
地
部
分
は

災
害
時
に
垂
直
避
難
が
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
市
の
事
務
所

機
能
を
備
え
た
施
設
を
新
た
に
整

備
す
る
ほ
か
、
校
舎
の
一
部
を
残

し
て
文
化
財
の
調
査
・
収
蔵
等
の

ス
ペ
ー
ス
と
す
る
案
を
検
討
し
て

小
学
校
跡
地
活
用
の
方
向
性
は

お
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
校
舎
解

体
の
設
計
を
始
め
る
。
庄
内
西
小

学
校
跡
地
は
、
公
共
利
用
と
し
て

垂
直
避
難
が
で
き
る
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
も
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

施
設
等
の
整
備
と
民
間
利
用
と
し

て
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
施
設

の
誘
致
案
を
検
討
し
て
お
り
、
８

年
度
か
ら
事
業
者
へ
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ（
※
）を
実
施
す
る
。

※�

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
＝
事
業
の
発
案
や
事
業
化

検
討
段
階
に
、
事
業
内
容
や
ス
キ
ー
ム
等
に

関
し
、
対
話
に
よ
り
民
間
事
業
者
の
意
見
や

発
案
等
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
法
。

問

（
仮
称
）
中
央
図
書
館
の
整

備
に
つ
い
て
、
曽
根
駅
前
で
の
計

画
が
白
紙
と
な
っ
た
が
、
市
民
へ

の
経
緯
の
説
明
と
、
そ
の
反
応
は
。

ま
た
、
第
二
優
先
候
補
地
の
豊
島

公
園
内
で
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
の
展
開
は
。

答

令
和
８
年
１
月
に
市
民
へ

の
説
明
会
を
２
度
実
施
し
、
計
画

が
白
紙
と
な
っ
た
経
緯
や
候
補
地

が
豊
島
公
園
に
移
っ
た
説
明
な
ど

（
仮
称
）中
央
図
書
館
の
整
備

今
後
の
展
開
は
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行
に
関
す
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
高

い
評
価
を
受
け
た
千
里
川
土
手
な

ど
が
あ
る
。
中
で
も
、
令
和
７
年

に
一
部
開
園
し
た
豊
中
つ
ば
さ
公

園
『
ｍ

ま

ぢ

か

ａ
‐
ｚ
ｉ
ｋ
ａ
』
は
多
く
の

人
が
訪
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。

飛
行
機
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
の
公
園
を
、
唯
一
無
二
の

魅
力
と
し
て
発
信
し
て
い
く
。

問

庄
内
駅
の
西
側
約
８
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
東
側
約
３
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
が
駅
前
広
場
と
し

て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
庄
内
駅
周
辺

整
備
構
想（
素
案
）に
記
載
し
て
い

る
交
通
広
場
を
ど
の
よ
う
に
整
備

庄
内
駅
周
辺
の
整
備
構
想

交
通
広
場
の
整
備
は

を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
整

備
自
体
へ
の
反
対
の
声
は
な
く
、

総
じ
て
豊
島
公
園
で
の
早
期
建
設

に
期
待
を
寄
せ
る
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

豊
島
公
園
内
で
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
市

民
の
意
見
を
聞
く
中
、
建
物
の
配

置
・
規
模
な
ど
の
調
査
・
検
討
を

進
め
て
お
り
、
８
年
度
の
上
半
期

に
は
、
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て

い
き
た
い
。

問

災
害
時
の
首
都
機
能
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
を
目
的
と
す
る
副
首
都

構
想
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

答

副
首
都
構
想
は
、
東
京
一

極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
分
権
を

強
化
し
、
地
方
の
発
展
・
成
長
と

危
機
管
理
を
進
め
る
一
つ
の
考
え

方
と
理
解
し
て
い
る
。
特
に
国
民

大
阪
維
新
の
会
・
無
所
属

副
首
都
構
想

市
長
の
見
解
は

の
暮
ら
し
に
格
差
が
出
て
い
る
現

状
と
財
源
の
偏
在
は
、
国
と
し
て

早
期
に
是
正
す
べ
き
と
考
え
る
。

一
方
、
地
方
分
権
の
観
点
で
は
、

本
市
は
中
核
市
と
し
て
持
て
る
権

限
を
ほ
ぼ
全
て
保
有
し
て
い
る
。

豊
中
の
こ
と
は
、
豊
中
で
考
え
、

責
任
を
持
っ
て
実
行
し
て
い
く
体

制
や
財
源
を
確
保
し
、
社
会
の
変

化
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
、
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
先
進
的

に
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

が
豊
中
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
る
。
現
在
、
複
数
の

自
治
体
が
副
首
都
構
想
へ
の
意
欲

を
示
し
て
い
る
中
で
、
東
京
一
極

集
中
か
ら
の
脱
却
と
い
う
点
で
は
、

期
待
し
て
い
る
。

問

市
は
千
里
中
央
地
区
再
整

備
事
業
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

を
公
表
し
た
が
、
工
事
期
間
中
の

具
体
的
な
経
済
波
及
効
果
や
雇
用

創
出
効
果
、
整
備
後
の
経
済
波
及

千
里
中
央
地
区
再
整
備
事
業

経
済
波
及
効
果
は

効
果
な
ど
の
概
要
は
。

答

千
里
中
央
地
区
活
性
化
基

本
計
画（
改
定
版
）に
示
し
て
い
る

駅
西
街
区
、
駅
東
街
区
、
周
辺
の

公
園
を
含
む
公
共
施
設
の
整
備
を

あ
わ
せ
た
４
年
間
の
建
設
投
資
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
経
済
波
及
効
果

は
約
４
９
０
０
億
円
、
雇
用
者
数

は
２
万
人
以
上
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
整
備
後
の
来
訪
者
や
人
口

増
加
に
伴
う
消
費
額
等
の
経
済
波

及
効
果
は
年
間
約
２
７
０
０
億

円
、
雇
用
者
数
は
１
万
人
以
上
と

試
算
し
て
い
る
。

問

本
市
に
は
空
港
や
庭
園
、

大
規
模
公
園
な
ど
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
あ
る
が
、
全
国
的
な
知
名

度
に
は
欠
け
て
い
る
。
市
内
の
観

光
資
源
に
つ
い
て
、
現
状
の
認
識

や
今
後
の
方
向
性
は
。

答

本
市
の
観
光
資
源
と
し
て
、

府
内
最
大
級
の
面
積
を
誇
る
服
部

緑
地
や
、
世
界
的
に
も
有
名
な
旅

本
市
の
観
光
資
源

現
状
の
認
識
や
今
後
の
方
向
性
は

す
る
の
か
。

答

未
整
備
の
庄

内
駅
前
広
場
の
計
画

は
昭
和
33
年
に
決
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
具
体
化
に
当

た
っ
て
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
を
備
え
た
駅
前
広
場
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の

整
備
基
準
や
地
域
の
実
情
等
を
踏

ま
え
た
規
模
や
配
置
等
を
検
討
し

て
い
く
。

問

見
守
り
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
に
増
設
さ
れ
た
２
１
８

台
の
運
用
状
況
は
。
ま
た
、
合
計

で
１
４
４
８
台
と
な
る
が
、
設
置

台
数
は
府
内
の
自
治
体
で
何
番
目

に
多
い
の
か
。

答

令
和
７
年
度
末
ま
で
の
設

置
完
了
に
向
け
取
組
み
を
進
め
て

お
り
、
８
年
度
か
ら
運
用
を
開
始

す
る
。
本
市
が
設
置
す
る
カ
メ
ラ

台
数
は
、
６
年
度
末
時
点
で
大
阪

見
守
り
カ
メ
ラ
の
運
用
状
況
は

豊
中
つ
ば
さ
公
園
『
ｍ
ａ
‐
ｚ
ｉ
ｋ
ａ
』（
原
田
中
）
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代表質問などの要旨

あ
る
が
、
市
内
で
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答

市
が
「
陣
痛
タ
ク
シ
ー
」
と

銘
打
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、

市
内
に
は
、
陣
痛
時
に
優
先
的
に

配
車
が
で
き
る
な
ど
、
妊
婦
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
高
い
会
社

が
多
く
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
時
に

安
心
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
。

問

教
育
的
配
慮
が
必
要
な
児

童
に
対
し
、
作
業
療
法
士
が
学
校

現
場
で
関
わ
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
本
市
で
も
作
業
療
法
士
の

巡
回
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
関
わ
り
の
拡
大
は
。

教
育
的
配
慮
が
必
要
な
児
童

作
業
療
法
士
の
関
わ
り
の
拡
大
は

答

教
育
的
配
慮
が
必
要
な
児

童
生
徒
が
、
安
心
安
全
に
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
巡
回
派
遣
さ

れ
た
作
業
療
法
士
か
ら
専
門
的
な

助
言
を
も
ら
い
、
姿
勢
保
持
の
配

慮
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
環
境
等
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
関
係
機
関

と
よ
り
密
に
連
携
し
、
随
時
派
遣

に
も
対
応
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ

る
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

問

令
和
８
年
度
か
ら
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
の
使
用
料
に
対

す
る
助
成
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ

の
狙
い
や
助
成
額
、
申
込
方
法
は
。

答

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

使
用
料
に
対
す
る
助
成
の
狙
い
は
、

ス
ポ
ー
ツ
目
的
で
利
用
す
る
団
体

が
安
心
安
全
に
楽
し
め
る
環
境
の

創
出
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
団

体
に
は
使
用
料
の
３
分
の
２
、
高

齢
者
・
障
害
者
団
体
に
は
使
用
料

の
２
分
の
１
を
助
成
し
、
申
込
方

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
使
用
料

助
成
の
狙
い
や
申
込
方
法
等
は

つ
い
て
、
冬
休
み
の
利
用
状
況
や

利
用
者
１
回
当
た
り
の
市
の
コ
ス

ト
は
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
１

校
当
た
り
の
１
日
平
均
利
用
者
数
、

利
用
者
１
回
当
た
り
の
市
の
コ
ス

ト
は
。

答

令
和
７
年
度
の
冬
休
み
期

間
中
の
利
用
は
、
５
日
間
で
延
べ

３
５
７
人
、
１
人
１
回
当
た
り
の

利
用
に
係
る
費
用
は
約
５
２
０
０

円
で
あ
っ
た
。

　

７
年
４
月
か
ら
８
年
１
月
末
ま

で
は
延
べ
３
万
８
９
４
人
が
利
用

し
、
１
校
当
た
り
の
１
日
平
均
利

用
者
数
は
４
・
０８
人
、
１
人
１
回

当
た
り
の
利
用
に
係
る
費
用
は
約

２
３
０
０
円
で
あ
る
。

問

妊
婦
が
陣
痛
時
に
速
や
か

に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を「
陣
痛
タ
ク
シ
ー
」と

銘
打
っ
て
実
施
す
る
自
治
体
等
が

と
よ
な
か
を
共
に
創
る
会

陣
痛
タ
ク
シ
ー

市
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
は

市
、
寝
屋
川
市
、
堺
市
に
次
い
で

府
内
で
４
番
目
で
あ
る
。

問

災
害
時
の
備
蓄
物
資
と
し

て
導
入
予
定
の
入
浴
設
備
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
災
害

時
、
平
時
そ
れ
ぞ
れ
で
想
定
し
て

い
る
運
用
方
法
は
。

答

入
浴
設
備
は
、
プ
ー
ル
や

川
な
ど
の
水
を
ろ
過
装
置
で
浄
化

し
、
ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
す
る
循
環
・

浄
水
式
の
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
設
備

で
あ
る
。
同
時
に
10
人
程
度
が
入

浴
で
き
る
組
み
立
て
式
浴
槽
は
１

台
、
シ
ャ
ワ
ー
は
２
基
か
ら
４
基
、

脱
衣
所
用
テ
ン
ト
等
一
式
は
男
女

用
各
２
セ
ッ
ト
の
計
４
セ
ッ
ト
を

導
入
予
定
で
あ
る
。

　

災
害
時
は
、
防
災
公
園
や
公
共

施
設
駐
車
場
等
で
運
用
し
、
平
時

は
防
災
訓
練
や
屋
外
イ
ベ
ン
ト
の

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ポ
ッ
ト
等
で
の

活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

災
害
時
の
入
浴
設
備
導
入

想
定
さ
れ
る
運
用
方
法
は

問

令
和
５
年
度
に
自
転
車
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を
実

施
し
た
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

率
の
推
移
や
市
の
評
価
は
。

答

本
市
が
行
っ
た
着
用
率
調

査
で
は
、
令
和
５
年
度
の
約
10
％

か
ら
７
年
度
は
約
13
％
へ
増
加
し

た
も
の
の
、
警
視
庁
が
公
表
し
て

い
る
７
年
度
の
全
国
平
均
で
あ
る

約
21
％
に
は
達
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
周
知
・
啓
発
が

必
要
で
あ
る
。

問

小
学
校
の
朝
７
時
開
門
に

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助　

着
用
率
の
推
移
と
市
の
評
価
は

小
学
校
の
朝
７
時
開
門

利
用
状
況
や
市
の
コ
ス
ト
は
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法
は
電
子
申
込
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

運
用
を
検
討
し
て
い
る
。

問

市
政
や
議
会
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
図
書
館

や
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
で

市
議
会
中
継
を
放
映
し
て
は
。

答

市
議
会
中
継
の
放
映
に
限

ら
ず
、
市
政
情
報
等
の
映
像
配
信

に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
施
設
に

お
け
る
情
報
発
信
の
機
能
と
し

て
、
今
後
、
設
備
面
や
環
境
面
で

の
課
題
を
整
理
し
、
速
や
か
に
実

施
し
て
い
く
。

問

Ｓ
Ａ
Ｆ
（
※
）
の
原
料
と
な

る
廃
食
油
の
回
収
に
参
加
し
た
市

民
に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
マ
チ
カ
ネ
ポ
イ
ン
ト

社
会
教
育
施
設
に
お
け
る

市
議
会
中
継
の
放
映
を

廃
食
油
回
収
に
お
け
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
は

を
活
用
し
た
実
証
事
業
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
市
民
団
体
や
企
業

を
廃
食
油
の
提
供
量
に
応
じ
て
評

価
す
る
認
証
制
度
や
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
を
導
入
し
て
は
。

答

市
民
の
環
境
行
動
の
見
え

る
化
や
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら

参
加
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
マ

チ
カ
ネ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
団
体
等
に
対
す
る
認
証
制

度
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に
つ

い
て
は
、
他
の
再
生
資
源
回
収
の

例
も
踏
ま
え
、
実
施
に
向
け
手
法

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※�

Ｓ
Ａ
Ｆ
＝Sustainable 

Aviation 
Fuel

（
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
）
の
略
称
で
、
循
環

型
の
原
料
で
製
造
さ
れ
た
航
空
燃
料
の
こ
と
。

問

市
長
は
憲
法
の
民
主
主
義

に
則
っ
た
市
政
運
営
を
行
う
に
当

た
り
、
市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

日
本
共
産
党

民
主
主
義
に
則
っ
た
市
政
運
営

市
民
の
声
を
ど
う
聞
く
か

聞
い
て
い
く
の
か
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き

合
い
、
議
論
を
尽
く
し
、
対
話
を

す
る
こ
と
が
民
主
主
義
の
要
諦
で

あ
り
、
私
自
身
も
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
の
声

に
つ
い
て
は
、
市
政
に
関
心
を
持

ち
積
極
的
に
意
見
を
届
け
て
く
れ

る
方
だ
け
で
な
く
、
声
な
き
声
を

把
握
す
る
こ
と
に
も
心
を
砕
い
て

き
た
。
学
校
跡
地
活
用
や
介
護
予

防
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
な
ど
の
政

策
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
方
向
性
を
共
有

し
て
進
め
て
い
る
。

問

憲
法
で
「
義
務
教
育
は
、

こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
物
価
高
が
続
く
中
で

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め

る
市
民
の
声
は
切
実
で
あ
る
が
、

無
償
化
す
べ
き
で
は
。

答

本
市
で
は
中
学
校
給
食
費

の
物
価
高
騰
分
を
公
費
負
担
し
て

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

い
る
。
国
で
は
課
題
の
整
理
を

行
っ
た
上
で
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、

国
に
よ
る
恒
久
的
な
制
度
と
し
て
、

中
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

問

第
十
二
中
学
校
区
の
学
校

再
編
計
画
に
関
し
、
豊
南
地
域
の

住
民
か
ら
１
０
３
１
筆
の
署
名
と

と
も
に
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

の
地
域
の
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

答

学
校
の
改
築

に
当
た
っ
て
は
標
準

的
な
学
校
規
模
の
確

保
や
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
を
前
提
と

し
、
改
築
手
法
や
改

豊
南
地
域
か
ら
の
陳
情

市
の
受
け
止
め
は

築
後
の
学
校
の
姿
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
意
見
交
換
会
な
ど
で
市

の
考
え
方
を
示
し
、
対
話
を
基
本

に
考
え
を
固
め
て
い
き
た
い
。

問

神
奈
川
県
藤
沢
市
で
は
家

庭
か
ら
出
た
廃
食
油
の
戸
別
収
集

を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
で
も
資

源
ご
み
の
回
収
に
あ
わ
せ
て
廃
食

油
を
回
収
し
て
は
。

答

現
在
、
拠
点
回
収
で
廃
食

油
の
回
収
量
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
回
収
拠
点
の
拡
大
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
回
収
手
法
や

人
員
・
機
材
な
ど
定
期
回
収
に
向

け
た
課
題
整
理
を
進
め
て
い
く
。

廃
食
油
の
回
収

定
期
回
収
と
あ
わ
せ
て
は

家
庭
系
廃
食
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス



11

代表質問などの要旨

答

児
童
育
成
支
援
拠
点
は
、

食
事
の
提
供
や
生
活
習
慣
の
形
成
、

保
護
者
と
の
丁
寧
な
関
係
構
築
な

ど
、
子
ど
も
と
継
続
的
に
深
い
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
普
段
か
ら
子
ど
も
と
関
係

を
築
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

支
援
が
前
提
と
な
る
た
め
、
年
末

年
始
に
一
律
に
開
所
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
同
拠
点
を

利
用
し
て
い
る
家
庭
の
中
に
は
年

末
年
始
に
食
料
面
等
で
不
安
を
抱

え
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
個
々
の

状
況
を
把
握
し
、
支
援
が
途
切
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

問

本
市
に
暮
ら
す
外
国
人
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
外
国
人
で
も

本
市
に
３
か
月
住
め
ば
、
市
民
投

票
の
際
に
投
票
権
が
付
与
さ
れ
る
。

参
政
権
に
値
す
る
市
民
投
票
条
例

は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

答

本
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

市
民
投
票
条
例
の
廃
止
は

問

民
間
事
業
者
で
は
Ａ
Ｉ
が

役
員
と
し
て
経
営
陣
に
対
し
て
、

厳
し
い
指
摘
や
助
言
を
行
う
そ
う

だ
が
、
市
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
副

市
長
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
任
命
し
て
は
。

答

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
一
つ
一
つ

の
指
示
や
質
問
に
対
し
応
答
し
、

そ
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
い
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
定
の
課
題

を
設
定
す
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
が
主
体
的

に
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
使
い
、
状
況
に
応
じ
て
判

断
・
学
習
し
な
が
ら
課
題
を
解
決

す
る
ま
で
自
律
的
に
行
動
す
る
Ａ

Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
生
ま
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
は
Ａ
Ｉ
副
市
長
の

任
命
は
法
的
に
は
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
実
装
の
検
討
を
進
め
た
い
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

Ａ
Ｉ
副
市
長

任
命
の
可
能
性
は

問

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
一

定
数
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
学
校
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
悩

ん
で
い
る
子
ど
も
へ
の
対
応
や
教

職
員
へ
の
研
修
な
ど
の
実
施
は
。

答

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

で
は
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
講
演
や

市
で
作
成
し
た
啓
発
教
材
「
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ 

ｙ
ｏ
ｕ
」を
活
用
し
た
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
教

職
員
に
対
し
て
は
人
権
教
育
に
関

す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
保
護
者
へ
の
啓
発
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
ほ
か
、
性
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に

関
す
る
研
修
等
を
教
職
員
向
け
に

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）
発
祥
の
地
の

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

教
育
現
場
で
の
取
組
み
は

外
部
活
力
導
入
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
訂
の
考
え
方
は

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
全
面

的
に
見
直
さ
れ
、
日
本
で
も
民
間

事
業
者
に
よ
る
管
理
・
運
営
か
ら

公
営
に
変
わ
る
事
例
が
増
え
て
い

る
。
本
市
は
令
和
７
年
に
外
部
活

力
導
入
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

し
た
が
、
そ
の
考
え
方
は
。

答

海
外
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

見
直
し
や
再
公
営
化
の
事
例
は
認

識
し
て
い
る
。
外
部
活
力
の
導
入

は
、
無
条
件
に
推
進
す
る
の
で
は

な
く
、
個
々
の
事
業
の
性
質
や
公

共
性
を
勘
案
し
、
導
入
自
体
が
目

的
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
の
も

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
持

続
可
能
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

※�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
＝
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、

運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
。

問

行
政
の
閉
庁
期
間
に
こ
そ

児
童
育
成
支
援
拠
点
が
、
地
域
の

支
援
と
な
る
と
考
え
る
が
、
年
末

年
始
の
取
組
み
は
。

児
童
育
成
支
援
拠
点

年
末
年
始
の
取
組
み
は

ん
で
き
た
多
文
化
共
生
の
考
え
に

基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
も
そ

も
国
民
と
住
民
の
位
置
づ
け
は
、

鮮
明
に
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

外
国
人
の
参
政
権
は
法
律
で
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
市
の
市
民
投

票
条
例
は
、
市
民
が
意
思
を
表
明

す
る
権
利
で
あ
り
参
政
権
で
は
な

い
た
め
、
廃
止
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。

掲載している質問をはじめ、
各会派の代表質問などは

こちらからご覧いただけます。
（３月定例会録画配信）



豊中市議会では、特定の問題を調査・審査するため特別委員会を設置しています。
先進事例の調査を行うため、令和7年度に実施した視察内容は次のとおりです。

【日揮ホールディングス株式会社】
SAFの取組み（Fry to Fly Project）
▶内容　日揮ホールディングス株式会社は石油元売り
会社等と共同で、国産SAF製造会社を設立し、廃食油
100%を原料とした国産SAFの年間3万キロリットル
供給を目指している。国内原料（廃食油排出元）開拓と
SAFプラント建設を担い、使用済み油で飛行機が飛ぶ
世界の実現を目指す「Fry to Fly Project」の事務局
を務めている。本プロジェクトには令和8年1月末時点
で行政・外食サービス等295団体が参加しており、ガソ
リンスタンドや自治体イベントでの廃食油回収、学校
での環境学習、自治体との資源化協定締結を通じて、
廃食油の回収に取り組んでいる。

交通インフラ調査特別委員会　令和8年1月21日～22日

【神奈川県川崎市】　共創型コミュニティ交通等
▶内容　路線バスの減便を受け、地域が主体となり、行
政や交通事業者と連携・協力して各地域でコミュニティ
交通を運行している。一部の地域では、外出促進による
健康増進や地域活性化を目的に乗合タクシーの実証実
験中で、本格運行に向けて利用者増に取り組んでいる。

【埼玉県さいたま市】　移動支援事業
▶内容　路線バスが不十分な地域の補完交通として地
域が主体となり、行政や事業者と協働してコミュニティ
バスや乗合タクシーを運行しているほか、予約状況にあ
わせてAIが最適なルートを選択し、乗合で運行するAI
デマンド交通実証実験を行っている。

●6月定例会（予定）

●7月臨時 会（予定）

5月26日（火） 午後1時 本会議（初日）

5月29日（金） 午後1時 本会議（第２日目・役選最終日）

6月2日（火） 午後1時 本会議（第３日目）	 かりゆし議会

6月16日（火） 午後1時 本会議（最終日）

7月15日（水） 午後1時 本会議（初日）

7月23日（木） 午前10時 本会議（代表質疑）

7月24日（金） 午前10時 本会議（代表質疑）

7月27日（月） 午前10時 本会議（代表質疑・個人の質疑）

8月10日（月） 午後1時 本会議（最終日）

●議会を傍聴しませんか
　本会議傍聴の際、一時保育を利用できます。対象は満
1歳以上の未就学児で、2時間200円です（要申込み）。

（市議会事務局総務課：TEL06-6858-2630）

　本会議の個人質問では、希望者に手話通訳と要約筆
記（ノートテイク）を行います（要申込み）。

（市議会事務局議事課：TEL06-6858-2633）

6月2日は沖縄市との交流の一環等として、かりゆしウエアを着用

●インターネット中継をご利用ください
　市議会のホームページでは、本会議、常任委員会及び
議会運営委員会の模様をパソコン及びスマートフォン
向けに生中継で配信しています。また、録画配信は約1
週間後からご覧いただけます。

●詳しくは会議録をご覧ください
　市議会では、本会議と委員会の会議録を作成してい
ます。市政情報コーナー（第二庁舎4階）、図書館などで
閲覧できます。また、市議会のホームページの「会議録検
索システム」でも公開しています。

市議会からのお知らせ

特別委員会の視察報告

空港問題調査特別委員会　令和8年2月13日

※日程は変更になる場合があります。

※常任委員会は、付託議案がある場合、6月4日～11日の間に開催します。

※常任委員会は、7月30日、8月3日～5日に開催します。

第291号　令和8年（2026年） 5月1日

発行・編集　豊中市議会広報委員会

　　　　　〒561-8501豊中市中桜塚3-1-1  TEL 06-6858-2633　FAX 06-6846-5525

市議会のホームページアドレス

豊中市議会

パソコン、スマホ、タブレットでも読める

● 文字サイズを調整できる

● 音声読み上げができる

● �多言語で読める【日本語、英語、

中国語（簡体・繁体）、韓国・朝鮮
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Webのほか、デジ
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